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入射 す}場 フ令 、7ン テ ブ9尋 ラ皮 層 勅 の 回 ク に
Llcftdus二 ■ に,liジ 、 沢 の3 .血 リ の 入 葛τ3
ヲ敦 が し可 能 マー あ 多 。 手 ず .70ラ 寒 マ 中 の 電iト リ
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PEC.t、・Nし ス 〈等 か2前 の フoラ ス"マ(以 後0ト ゴー フ?ラ
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射 さkk軟.顧 × 線 の エ ネ レ ギ㌧ ス へ・7-一 ト レ
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に 従 い 負 旭tre言(Pt}5、4ω)、 即 ち 、 電 〉 の
ド リ ク ト を 妨 げ'多 う1向 に 電 場 フD・・任 じ 多 。 こo)、
}xig(■.・]Pp"sEemtの?7ktCcl'フzreeGto-r2N7Z
一も
の ■・・ 、o臼 電 場,に83も のz♪ ・ σtsい こ とEl
I
明 ち 一F5・ し て い3-.一 一 や やPEC9'Fげ ろ ヒ(臭 線
(ユ),PE¢=stOkta/,),浄σPEeモ 『)加 中 、VL,oの7ズ 態 ・zst、
1『臼争 一 定 に イ呆7三 れ う(フ ラ ・ソFト ッ7。 放 電 ⊃。
亡 ら 一に 尾cを コニ げ"3ど(喫 爺象 θ ♪,尾GごSok㎏ ♪ 、
巧 σ 肉 間 ζ と も に 稔 々 に 藏 ウ し 、一 匠 σ 正 但 三
_⇔L'f}
3」一 ク
iz3。 図s、4ω'二 、PEe印 加 中 の 乾 兎 の 勇 間}
:知 酔 △V6tε 澱 に?9L2e・yFし た ∵
!隊 が 嬬 誘 ヒ 、 吻 ナ 右 負彪 ヵ・ら 牽 へ 、 そ し ヱ あ
・kWし 以 」二2"rzF正 ・値t存 多。 そ れ に 従7Z.)Lσ
正 値 か ら 馨1へ 、Kし'Z.負 但 へ と 変 パLCう(厘1
1よ.女 この ク 。=の 、 入 身フ バ。7-1二 殉 で3ユ 〉 ヒVL、
の 旅13,IJ王i吾 、LH乙 ρ の フ覆)ノ往 し'司=凋 し マい あ3・
図3.4ω.② σ 、Eこ 三Lム の/諺 の9Ee'f〈1}
9そ れE・nrf、 し2あ ウ 、 拓 こ 暮d。 久 例 しz増
加 し2い3影 が わ か る.方 実 駁 で'-EF'1}ctN・
1レス9ユ 回(EこRヤ 備 電 離 ヒ 五C露 流 敵 勧
用 ㌔レ し ■)甲 いZい}た め 、20k曜 双 丁 の イ盗 いi
柄7一 粥 憐`'ieex)"'う{〈ゆ か ず 、醜9ヅ
か 甦.<f}リ 、2・kVVIkTの 径α表 再1留 署 り れ11か
レ っ た 。 一一一一 一 一
Ee彪 琉 、馳 勤 ⑳一r効導一9、BT9暖 え 一.一矛 た.
Eご 叢 の 入SgS法etaZZ熟 定 し 社.@ぶ`-
ka)一⑥(・IF,彩 ㌔ 及 彩r陣 直 の 叙 一 込 射
う 御 し 勾 し て 得 ら れ た 、v・,t49/4t,丑 漁 簾 け




1を ヒ リ つ。 ロ 》 ト し マヒ も の マ"あ う 。 渉7=・/ru藪i
の 為 、 伍 も 印 加 し 存 か ・ 表 爵 の 但 も フ.ワ 》 ←
し1-_(黒 、衣)。 乎4そ う 伺 入 身丁 の 場フノ乞(白 訳)、l
iE
CR層9ホ 。ロ 凶 ケ'ル 勘 面1勾 で 、肉 痴 よ リgFブil2Sli
へ 竣 肥 さc5ヒ(rE(R。 。tDc,、,,A・t8)c・",t)、 乙『%ナ ノ1・
… 負 イ勘 磁 喧nLZ正 値 瞬 ・7=3麦 湧 μ ■幽
負 但 面,実(回 覚 ω ブ 。 骸 に タ体 し ゼ
V■ も.正 一イ直/ρ・τう 負 ノ廼 へ 、 そ し マ 再4バ 正 イ互 へ と 亥
イし し7-(回3,5(の)。 考々rこ 、 ラ ン フ。マ ッ フ。う文
電(4#/4t)o.)σ 、EC尺 層 か㌧孫 気 葺ヨ 中1・ご ∂ニ ソ
ぞ やNPイ 則 に あ 多 β奇 に 可 青と で あ っ た ・1仁 、 こ
の 肩 、 強 い 軟 ×線 輻 射 が 観 袖 さ れ マ あ・ ツ(図
　
ls.s(())、 超 熱 庵}のEC加 熱 、が 逸 こ.2竃 う
⊃tが わ か5。 匠 、 △〕%の 、EeRkのth
i
琶 に 打45依 霧 ・旺r♂ 、 反平 行 入身了(4)、 垂 直 入i
射 てメ)一の場 劣 創 別 綱 様 で あ ・T=か ＼ εCep"
の効 脅㌦ し マ σ 平 所 入 射 が 一 喬 為 ヵ・っ た 。
5(劾5∫ β 換 出 幕 列gmuz、Ts。(・,2k2り,
エ～xc・、8Ske.v)の 空 間 劣 布 の 爵 閣 襲 化 を 測 定 し た　L-」
」1}2り
夕一ヲ
■ レ7砲 鮮 超{E・{1・・ltligtyの飾1つ 嫉 す5eの1
{1
し1葛 ラし あ れ3。 箆C印 か2マ 、 γと(2.J?,め イ立 署1-E;,
回 中 に 点 軍象 ↑・8、 可 キ うtZ、 崎 閻 ヒ じ も に ウ っ
く リ 肉 側 に 喪 化 しZい3。 回 の δ うr-、 鬼 岬
加 に チ リ 、TS*((λy夕keV)IZFタ弘 く 増Tvす3か^、 工;x
(0・2紀V)r71穿 じ んV'「 変 イし し 存 い 。 特'二 、Z7K(α 紗
「
kev)`'IIPEcePllz直後 、Ee尺 層 の 内 側 ぴ%〉 リ
の 》L.こ う7・ ・∫鼠 く ゐ リ 、 喫気ぐ,て タトィ則(Ω1シ 氏)く1⊃
{=ka一 ノ7カ"'孝多 フ て い く ρ
二 のB.4〈B性 よ ジ 、 三Cl建 氣 飽 動 呼 、 磁 か ・
磁 気 勒 の やr戸 肉 側 に 春 丑 し マt、S崎 に 劾 果 的
に 行Z、 手 た 、 こ の 傾 向 や 、駆 勤 匿 え の …え れ ち1
陶 きt3廟 第 崎 励 い 二tb・'半tl.た 。{
ほ 　1
及?寸1て 、rEqミ か ・F一 ラ 又NP'、 ご'ツ タト ・覆リ1=あ5
鴻 σ 、 恥 増 加C'El・J・!〈,!ら に 外 側`澱 之 …
1
しfこ θ寿1チ 、=[Pσ 遡 にE(LHに ギ)一 一乙 ∋β～一少・ し た 。
二 の 鯖 一z."もEこ …綬 σ 超 熱 彊}s。 吸 収 ゴ 久 て.P
3(lil;')S.8(の)。 こ の 々ク 果 ゴ3、 ト ー ラ ス タ}=イ夏り=で・
テ敏 く 硬 与 がIECか 》熱thた 締 果 、 そ の 、瘡鰍 場 》一に
RcしZ垂 麟 向 の 写1レ ギ ー か噂 加 し 、 局 前
」1)〔[
←!o
ミラ ー磁 場1蒲 撫 指 し7・ た 為 滝 熟 剤
筒 う 聖勧 ゲ 減 シ し 脅 課 だ 晒 ん ら れ う 。 こ,
の 初 果r7、 カ ラbN廟 襲 一dJの 工)5(aト カ マ ク で の1
緯t}い 教 師 し マ いs£17%カ 、L,-7'7。 ∫eal
に ゐ'rフ う 喫 、験rチ 、PECD・"POH入 カ ヒ,一 縮rこ 印 加 ゴ
れ マ い る た め 、 電 え の 増 加 か 礎 疵 臨 勃 に 拐
も の か 、 飽 勃 磁 、に8}右 の か 区 男llす う の か ・
困 難 ブ あ,た 。
図5'.ノ の フ ラ ・ソ ト ト ・ソ フo放 膚≧ τ・の 考$果 ま 用
い て 、 三こ ご ρ の 効 考`箇 算 す 批 、
7二 穿 ～1×'。-SL(1。 こ。ガ ・齢琢w⊃
tts∋ 。 二 の 廼 」6、VVT-22一 のLHこ ∠)Z-93
ら れ π 但7.-6x/oづ に 比 ゲ7、1、 ゴ い 値tts,i
zい う17・9]
5-〃
{9S-2EeRプ ラ で マ に`Zli・f・t3EeeP}
1WT一 ユ ト カ マ ク に 坊・ い2、 三 ⊂.ilaの み 、て{
1・
、E(=Rフ 。iよ フ2'コ=フ 夢～=1れ7ヒ つoラ スいマ 、 蘇ア ち
ラ スごマN?2"、FロAタ"1し1覆 疲 力・ゾ圭 麻～ ユ れ た 。
厘}5隔.7に 、EC尺 フ。ラ ズ・マ の 輿 ・慶 脅勺 毎 参交 電
捜 物 を 吊 「T。F・ イ ダ,レ 磁 場BTaPt・4直 誘 場
墜lB
!ψ"'為 み す3日 寺 、E乙Rフ 。 ラ ス・マ'19生 成 可3
Z・ マ。 ラ ズ マ 庵1…表 巧・ が 荒 れ 、 クmSの ノNO'し ス の
最 復 て"約/s-kAに 遷 しfc(図5-.7(e))。 こ の
e?、&,つ 定 弟 τ ・、DHか ・1.A用 ← う ン ス の1竣
Ie・,),1as9!6し マ いS・ 恥)s上が リkに'3s
喚 の 琉 、 即 ち 塵}の 帥 フ た き 妨 げ 訪 向 に
矯 場 が 任 じ2い る.塵}磁 度 尻(チfa2・ 。 鞠o験
に 達3sウ へ 待 セ に 城 ウ し 、!x/o'㌔ 「3程 夜 に1
』
il-d5(図s
.7(め)。1ぐ!し7硬}虚 雇 σ ラ 〉 フ㌔
ミーユー7つ ・1コ τ ブ に よ プ で;R,)定 ず れ 、 系勺 ユOe7Z一
あ る 。 工≦x(0、2ま 蔑レ)73.小 呼 ゐ ∠68《ffto-[9β 熱 、負秘 輻 身寸
レ!N"(レ ーZ"あ う コ σ 縁 々 に 増 加 し て い3_て 図 一増
くe,,(f》)。 工fツfOlてF屈7要 ヒ・1司 オ藁1}tr奇 闇r変 イヒら一乙 くデL.す(
1ms.7(8))。 勲 × 縁 の 綬 島 劣 荊1二 よ リs= 一の.五
s-/z
CRプ ラ ズ マ マ に σ2A-3keVの 超 熱 硯}が 再1
在 邪 二SL.Z)・ ・ifti7た.圖l
i
Bv'E変 化 ± ¢ 餌 寄1二 得 ら れ 孔[i'9、2つ の1
入s93払(平 葡 、 及"一 反 平 竹)ヒ 、2つ め βアi
の ち 向 に 丙 しZプ ロ 》 ト し1=(EZS・8)・ 季
の ∫糺 れ ろ 伺 を1'E;.β γの ち 伺 の?ft:1,7突 定i:
ざ 帆 、 δrや 入 身す 」)法 に17.依 ■}し 存1∂ 、っ 嘲た 。
同 縁 に 、 電 れ の 、&it"一 磁 に対 す3"〈Bg"!iE乙
回 左.9に 看・可 ・ 季{f>・ 射S落 に8らT・ 「ECRか"
峰1ヂ つ・ ラ フぐ マ マJ.:isに 為 多 爵 最.夫 じ 々 り ・ 手 た
、{甕 ラ勧 ラ袖 ～ う ち 向 σ 、EぐR薩 の 位 竃 に ・依
春 し7を い 二 ど カwわ か っ 千こ 。i
EC之 っ。ラ ス}'マ に 不・tr「3ト1コ ろ ク"し 権E孫 し'玉}
成1二 σ9直 誘 あ31が 重 辱 丁3タ 突馴9絢 。 マt)、
う 甲 回 ∫」Dl気MtePigBT/s,v・ ・Bv、>liLLヱ ㊧ の,
ト ハつ 凶 夕'・1レ ド リー つL卜_Vdteの う 「向 乏3・'す 。BTの み
が 再 社rず う 単 純 ト=ラ ■ で け 、 電}仔 梼 と 同
う向 、 あ3い1万 反 釘 言 向 に勧 く と,禁 に 、 ト ロー
一イ ダ1し ド リ フ ト を 受 弓 、&ヒ 毎 直 お 向(1lil]S.iO
でr3」 二 ぢ 伺)に 物 動 し 、 ト ロ イ ゲ1レ 穐 署し惇 痢し
ご一一/3
…嬬 い ・ ⊃ 二 に 、B・ ・EP・ ・z3と 、 回 夕 ・!・ の;
i(の う 伺 曼ニ ド リ フ,一 砺,{2}t・EF、繍 力 線 に ラ{づ.…
li
:Z物1勤 す3二 ■ に 差 っz、#う 向 くo)Fロ イ
;ゲ レ ド リ フ トP"'?1bヲktれs(v.・v・ ・B/BT～ 吻 。
一 参 、1司 回(わ,ち 向 に ド リ フ トー 嫁5ek多1■ 、 上
う 向 へ のF'リ フ ト が 助 履 こ れ る.従 ・ て 、 前
、
老 の 砲}σ 復 殆 に 民 礁 の 甚 い 間 閉 じ 込 の'
ら れrお 二vに ■13。 つ 手 り 、彿 力 季泉 に;イiっ て
一3向 に ド ソ フ ト3う 電}と 、 及 舛 ち 向 にk一
リ フ ト ■3電}し マーσ 碩 知 勒 塗 力耀1、 ジ 、
凌 のi彰 集 、 磁 ガ 余象 に ラ〈i.マ 非 勾 称73鹿i}.豊 度1
劣 斤 関 数 が砺 践 ± 釈 、 ト ロ イ9"!レ 禮 範 グ 兼 九i
弓。i
噂r1
厘〕5.10仁 昆 ら れ55=う に 、 鯉 …}か ・ よ ジ 閉C・
込 姫 婦 狗 σ、 餉 狛 地 輌 泣 、i
並 転 す る 。 しか し 、B丁 の3向 乏 変 丸 τ 蔓 、+
ロ イ/y"tレk'ソ フ ト の 向 ヨ も 遂 転 すi}、為》_一.雇≧論し
の…紀 れ う ち 向 σ 嚢 化 し存 い 。 つ 手 リ.、一一弛 対 称、
1腱 物 欄 数 齢 多 粥 る1勧 の ド ソ7一 ド3
1fOlll,助 狛 酬lr迭 再 し ・ 恥 の 狗 にtrEF-一
∫一!¢
陣 ら防 ・ 二磁 伽 』5・8・ 齢9岐 馴
:紬 果t一 敦 可3。 托 し2・ こ の 千柔 に し マ 邪うi
趣 れ 硬 多遂飾 醐 数 の棚 綱6`-EI■
入 身可 ε こ 竣 の非 ラ丁狩、乃 吸 収 、 寝 手勿 盈 をタほ …
匙 ⊃ し 、 第3kτ 逆 κ た 檎 構 に(}一 り ・E(疫,
略 掩 擁 勧矧 砲 コ 。=禰 、瀧財
i,、囎 液
の5向 σ 、 入 射EeEの ス へ。ク1-'し(》 ・
射 ちth)や 、EcR層 の 絃 琶 に ・依 ら 可",初 豪月
1。勧 滅 コ れ 衣 速 度hD■p閲 数 の 非 対 称 毎 霞}脅
め ド ソ フ ト う 伺 の 身 に よ 。 て 次 鬼 芝れ ろ ・ ク
手 り 、 、馳 動 電 流 の 乃 成 薇 構.t・EF・.前 聯 のOHフo
ラ7・ ・マ1二 缶・t-lr3E…Lこ こ ρ ヒ1琴}様 ■・ あ 多 。 、
　
1馬 勘 鍵 知 肱 鉢 隔 補9EPS・/ノ ω 例
に/れn・n銅 。 エpσ 、1?Eea・"一 喉t・ ・J(一例1
ミ ミ
1・一 し 乏 嬬 か2す 多。;の 実 、験 葬 塚 許 り 、 電 勲 馬ε劾 【
効 卑 生 に二穿 ～ ノ・ユ冒 び勢rl轟 弘剛 吻
ヒ 毎 リ ・ 前 節 ㍗ 得 ら れ 天 緬 果 ヒ1il'ほ ご 一 摯文 て3。
礎 瓶 の 爵 閣 的 立 ちx・D・`リ 射702膓 臥≦-z.N・21X-!、
レvτ 一zで の 一LM殺 のhにr3電 疲 立 う 」ニー η嚇時






lOHフoラIZI"一?lz.St:.iNlb'.但 肉 蹴 戚 、芽 ソ 電 ・
廉 臨 動1,L7:つ ・ラTマ(乙 θ ω フ・ラX一 マ プ
・でに σ 、L月 護 し 茨 嶋 狛 互 イ乍 用 し、 亀 乳 乙祷
　
う 為 還 電 各 が 勿 数 霧,冠 で う 。[層 リ丸'ず,八 ん,¢
の 尺1二t'}!ク 之¢レのt'aj速 廟≧…}じ づ宍 、2%一ず3。 コ イ髪こつ
12 ・ 二 のLHCρ フoラ ス"マ に 匠≡ こ 竣9臼 フ加 ず
れ.IT'、ECヨ 受1■ 二 の 為 速 鹿}に 吸 収 さ れ 、 ま
た 、/オ ン し の 衝 痴 臥 麹}が,ち 速`こ/お ぼ
沙 抵 ケ 可3た あ 、 差 ジ 為 効 率ts電 続 馬ε勤 が 期
猜 で を3。 ⊃ の 熱 験e芭 堺2・20めZ〃 アー2ノ=
lZF>NいZ/61わ れ た.圃 …
　 　
1@卸 ユに 肋 輿 型 的 価 廼 痴 多行 呵 。i
1
1EC尺 フoラ つぐ マ に一 ∠_ノ」f5震9印 か2-il'3t、 フoラ
庚 磁 糾 髄 ち鋤 リ、獺 舶の塵魚 歳 …
動 を れ5。 二 の一.-r」?Fの 冴 に よ.rz甚 威 一 ‡ れ
で三 ト カ マ ク フ。 ラ7"〈7をRア ト フク マ ク ーじ.呼!レZ♪ ・
い る 。 二 の ・フoラ つぐ マ に 、EC竣1と 、F 一 ニ 一ーラ スー
上 視1)よ ・リ 入 射 し 、 ∠LHji授tEこ ヲ芝LのZ長An亀





←・イ 伽 鰯 β礪 く ・系う/蜥 の時 司
じ 笈teVPri可3■ 一 麹 ヲ糺 σ 、Lld疲 のblの 場1
彦1二 欺 増 くzろ 上P…ye7an・PEc!"'しス}
の 鰹 わ ジ マ・・σ 、'リ プくi!存 禮 ヲ灸 グ＼弓己勧 芝 六一マ1「
い3(LfO5「.ノ2(a♪)。 しO・ も 、 二 の づ勇thhot・EF尾eI
幽 レ ス 後 も,7'Cん ザ 誠 素 し 存 い.こ の 電 流 のi
増 加 σ 、 三c農 に1多 、駆 勧 電 液 蟷 え ら れ う.1
蘇 一 一 覆 今 の ド ソ フ トZ妨,f'Sち 向1て 生 じ て
い1=し/L毛 、 二 の 麓 紀 増 人`=K¥・ ・、 凌 の 姪 が 増
かoし た 。 れεt1β こ ノ」16Pが2に ■ ソ1『}tLん ど'後6巳
しtsい ・P・、OH7aラ ズマ2一 のEc己 ρ と 周 振 ・
に 、 エ5.傭 観 工鵬 工Pt(6eane)が 強 くP2vbas(齢'≧
「l
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回2.よ 入,ノ,oヒ 窃・いT:崎 の.
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